
級学会ニュース援護

昭和 52 年度定期総会聞かる

昭和51年度事業報告，決算報告の承認， 52年度の事業計画し予算案の承認， 52年， 53年

度役員の承認などをおもな議題とする昭和日2年度定期総会はさる 4 月 25 日に開かれ，学会

普及賞，実施賞の授与，名誉会員記，フエロー記の贈呈，創立20周年記念事業の懸賞論文

の入選発表，学会功労者の表彰等が行なわれました.

昭和52年度定期総会議事録
つづいて創立周20年記念事業および表彰に移り，朝尾

副委員長より 20周年記念事業の説明があり，記念事業の

日 時 昭和51年 4 月 25 日(月)午後 1 時30分~3 時 一環として行なわれる功労賞が，会長より小林宏治，森
場所 第一勧業銀行八重洲支店会議室 口繁一，横山勝義，松田武彦，鈴木規子の各氏に授与さ

東京都中央区八重洲 1-8-17 れた.
出席者 北川一栄他617名(内委任状による出席592名) つぎに懸賞論文の入選発表ならびに表彰に移り，原野

上記のとおり出席者が定款に定める定員数に達したの

で，定款第28条により北川会長が議長となり，議事録署

名人に，反町洋一，上野淳三の両氏を選出して議事に入

る.

第 1 号議案昭和51年度事業報告の件

斉藤理事より，昭和51年度事業報告を行ない，異議

なく承認された.

第 2 号議案昭和51年度決算報告の件

山本理事より，昭和51年度決算報告を行ない，異議

なく承認された.

第 3 号議案昭和52年度事業計画の件

斉藤理事より，昭和52年度事業計画を説明し，原案

のとおり承認された.

第 4 号議案昭和52年度予算案の件

山本理事より，昭和52年度収支予算を説明し，原案

のとおり承認された.

第 5 号議案昭和52年度役員選任の件

昭和52年度の役員を別記のとおり選出した.

第 6 号議案名誉会員の件

議長より理事会は，定款第 6 条により，名誉会員と

して，森口繁一氏を推薦する旨計ったところ異議なく

承認された.

上記で議案の審議を終 fし，第 21旦l 日本オベレーショ

ンズ・リサーチ学会実施賞，第 2 四日本オベレーション

ズ・リサーチ学会普及賞の発表ならびに表彰に入った.

原野表彰委員長代理より選考経過の説明があり，会長

より第 2 回日本オペレーシヲンズ・リサーチ学会実施賞

は東亜燃料工業株式会社に，第 2 回日本オペレーション

ズ・リサーチ学会普及賞は，森村英典氏にそれぞれ授与二

された.なお第 5 回日本オベレーションズ・リサーチ学

会文献賞は該当がない旨報告された.
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委員より選考経過の説明があり，第 l 席は該当がなく，

第 21帝は OR; 来し方行く末(岸 尚)，企業と OR;

1980年代を展望して(中筋俊輔，近藤正司，藤田栄二，

白石晴久)の 2 編に，佳作は“オペレーションズ・リサ

ーチ"の発肢の方向について(三平武男)の各氏に会長

よりそれぞれ賞状ならびに賞金，記念品が授与された.

以上で総会の議事を終了し議長は閉会を宣した.

昭和 51 年度事業報告

(1)第39図研究発表会:東京大学工学部 3 月 31 日 ~4

月 2 日，特別テーマ:予測と実践，一般発表60，ベー

パー・フェア 21，特別講演 2. 見学米の素中央研究

所

(2) 第40図研究発表会:名古屋市公会堂 9 月 29 日~1O

月 i 日.特別テーマ:交通，一般発表 109，ペーパー・

フェア 55，特別講演 3. 見学:愛知県警察交通管制セ

ンターおよび明治村

(3) 第 4 回シンポジウム: r社会システムと構造J ， 6 月

5 日，東京大学

(4) 刊行物オベレーションズ・リサーチJ 第21巻第

3 号より第22巻第 2 号まで計 12分間. rJORSJJ (和文

名:日本オベレーションズ・リサーチ学会論文I誌)第

19巻 (4 分冊)，報文集

(5) 研究部会: 12部会が活動

(6) 月例講演会 8 回開催(本部 4 回，地方支部 4 回)

(7) ORサロン 5 回開催

(8) 研究調査受託件(環境庁)

(9) 会員数( 2 月末)名誉会員ラ，正会員 1 ， 734， 学生

会員208，賛助会員 113.

( 10) 支部活動
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昭和 51 年度決算報告
(単位円)

(1)収入:会費収入29， 256， 736 事業収入17 ， 246， 750

その他を含め歳入合計51 ， 720， 411

(2) 支出:事業費28， 574 ， 478 運営費21 ， 359， 505 歳

出合計49， 933， 983 当期残 1 ， 786， 428

昭和 52 年度事業計画

(1)研究発表会:春は早大，秋は広島大

(2) 刊行物:論文誌 4 号， OR誌 12号，報文集の発行

(3) 研究部会: 12部会の活動

(4) 創立20周年記念事業:懸賞論文募集，講演会，出版

計画，表彰など.

( 5) その他の活動は従来どおり

昭和 52 年度予算
(単位千円)

(1) 収 入:会費30， 588 事業 14， 540 その他含め合計

52 , 314 

(2) 支出:研究発表会 2， 320 刊行物 15， 810 IAOR 

340 研究活動 2， 868 表彰 280 20周年記念丸 000

その他 10， 469 C以上事業費計 35， 087] 事務所 2， 714

事務経費 4， 674 人件費 6， 150 その他 2， 566 C以上

運常費計 16， 104J 歳出合計 51 ， 191

昭和52年度日本OR学会役員

会長 北川一栄(住友電工)

副会長 原野秀永(日本システム紛)

横山勝義*( (社)海外鉄道技術協力協会)

横山保*(大阪大)

庶務理事出居茂(早稲田大) 司馬正次*(筑波大)

反町洋一(三菱総研)

会計理事山本正明(法政大)

国際理事 島田俊郎*(明治大)

研究普及理事鈴木光男*(東工大)

三浦大亮(東レ脚)

編集理事奥野忠一本(東京大)

理事 浅利英吉*(東海大)

柏井澄夫(日本ビジネスオートメーション紛)

高森寛(青山学院大) 依田浩(名城大)

転事 小田部斎(東亜燃料工業側)

西田俊夫*(大阪大)

北海道支部長 加地郁夫(北大)

東北支部長 松田彰(東北電力側)

中部支部長 依田浩(名城大)

関西 支部長 西田俊夫ホ(大阪大)

中国・四国支部長 丸山賢三郎(中国電力側)

九州支部長 須永照雄*(九州大)

(*印は新任)
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